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社会保障と税の一体改革関連 8 法案、締めくくり総括質疑 

［議事録 2/4］ 

 社会保障の持続性と支え手支援の在り方 

・積極的労働市場政策を取る必要性 

・給付と負担の在り方、世代間格差是正方針 

 

 

○吉川沙織君○吉川沙織君○吉川沙織君○吉川沙織君    

社会保障改革に関する有識者検討会で座長を

務められた宮本太郎氏は、先月、7月に発表され

た論文で、「「一体改革」は、まさに社会の持続可

能性そのものを強めようとするものです。若い世

代の苦境を受け止めることにポイントがあって、

それによって高齢世代との共倒れを防ぐ、さらに

財政の持続可能性も担保するのです。社会保障

の大前提とは、皆が働けていることなのです。」 

と述べておられます。 

 

また、積極的労働市場政策を行うべきだとも主

張されていますが、これを一体改革の項目に挙げようとしても、財務省の固いガードにはね返されたとしてい

ます。 

 

若年層の雇用環境は、産業構造の変化のあおりをまともに受け、非正規雇用が増大しています。また、先

日の質疑におきまして、若年層が正社員になれないことによる国税や地方税の収入に与える経済的損失も

明らかになり、生活保護の被保護者数も若年層で残念ながら急増していることもお示しいたしました。 

 

積極的労働市場政策を取ることこそが社会保障制度の支え手を増やし、それがひいては社会保障制度の

持続性につながると思いますが、厚生労働大臣、端的に御答弁お願いします。 

 

○国務大臣（小宮山洋子君）○国務大臣（小宮山洋子君）○国務大臣（小宮山洋子君）○国務大臣（小宮山洋子君）        

委員がおっしゃるように、少子高齢化が進む中で、やはり社会保障を維持するためにも、この社会を維持し

ていくこと自体のためにも、一人一人が能力を発揮して働ける社会のためにもっと力を入れなきゃいけない

と思っています。 

 



この社会保障改革の中でも、全員

参加型社会ということで、今おっし

ゃった若者、そして高齢者、女性な

どが、意欲ある人が働けるようにと

いうことで政策を盛り込んでいます

し、おっしゃったその非正規雇用の

しっかりした処遇というのは大事で

すので、この国会で有期雇用を無

期に転換する労働契約法の改正と

か、ここでも御審議いただいた短

時間労働者への社会保険の適用

などもしています。 

 

とにかく働きがいのある、人間らしく働ける社会をつくるということ、そしてまた全世代対応型の、子ども・子育

て支援も含めて、若い人も含めて、世代を超えて意欲ある人が働くことによってお互いに支え合っていく、そ

ういう社会のためにも労働政策はもっと力を入れなきゃいけないというふうに考えています。 

 

○吉川沙織君○吉川沙織君○吉川沙織君○吉川沙織君    

今、積極的労働市場政策含め、全世代でやっていこうというお話ございました。ただ、若い人の戦略を見ま

すと、新卒者向けはそれなりにかなり拡充されているんですけれども、例えば前回の就職氷河期世代、私ぐ

らいの年代の既卒者対策についてはこれまでの施策の延長線上でしかないというものも散見されますので、

是非リーダーシップ取って進めていただければと思います。 

 

総理は、7 月 13 日の参議院本会議において、「社会

保障の充実策として、保育の量的拡充、質の改善等

による子育て世帯に対する支援や、働く希望を持つ

全ての人に対する就労促進策の強化、短時間労働

者に対する厚生年金及び健康保険の適用拡大など

を盛り込んでおり、」と答弁されていますが、この中で 

今回の消費増税分が充てられないのは就労支援と

いうことになります。 

 

また、給付と負担のバランスを世代間で見ていく必要があると考えます。ここ数年で見ますと、高齢層の貧

困率は若干改善している一方で、子育て世代の貧困率は若干上昇しています。これはつまり、先ほども申し

上げましたとおり、若年層の雇用状況が悪化し続けているということにほかなりません。 

 



また、健康保険料を払えずに医者に行けない若年貧困層の拡大にはなかなか光が当たりません。 

改正高年齢者雇用安定法においては、65 歳までの雇用を義務付けようとする一方で、国家公務員の新規

採用抑制を行い、これから社会に出ようとする若者の職の削減を行います。 

 

確実に存在する世代間格差の是正に向けて、給付と負担の在り方、これらの議論は避けては通れない、今

後必ず避けては通れない議論だと思いますが、総理の御見解をお願いします。 

 

○○○○内閣総理大臣（野田佳彦君）内閣総理大臣（野田佳彦君）内閣総理大臣（野田佳彦君）内閣総理大臣（野田佳彦君）  

新卒者の就職が難しいということであると

か非正規雇用が増大をしているということ、

これまさに若者の生活を厳しくしていると

いうことだというふうに思います。 

 

それが、ひいては結婚、子育てを厳しくし

ているということにつながっていますので、

これはまさに社会全体で対応すべき大変

重要な問題だと認識をしています。 

 

今回の一体改革の意義は、先ほど申し上

げたとおり、給付は高齢者に、そして負担

は現役中心に、場合によっては将来世代

にツケ回しということを改めていくという、そ

の世代間の公平を期していくということに

よってこれが変わっていくんだということ、

特に子育て支援はまさに充実の部分の柱

になっています。 

 

そのことと、今回の消費税の引上げの直接的な対象ではなっていませんが若者の雇用ということ、これは財

政の機動性回復する中でしっかり対応していかなければいけませんが、そういうことをやっぱり若者にきちっ

とメッセージで伝わるようにすることが今回の一体改革の私は重要な意義であるというふうに思います。 

 

すなわち、これからまさに社会を支える人たち、支える側もケアをするんだということの方向性をこれから

我々政府は責任を持ってたどっていくということをメッセージとしてお伝えをしたいというふうに思います。 

 

○吉川沙織君○吉川沙織君○吉川沙織君○吉川沙織君    

若い世代の一人として、消費税を上げなければいけない、避けては通れない道だということは実感を持って



分かります。 

 

ただ、将来的に今回の改革で全てが、まあ年取ってこれから先どうなるか分かりませんけれども、そこまで

本当に安心感が得られるかというと、まだやっぱり不安があります。 

 

100 年安心と言われた年金制度も今こういう状況ですし、いろんな政治情勢見ますとやはり不安感を抱かざ

るを得ないのが私の世代でもありますので、是非今おっしゃった内容で前に進めていただければと思いま

す。 

 

続きの議事録（3/4）は、こちらです。 
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